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1 今日の激化する環境変化に対応するため、サプライチェーン設計をシステムの
活用により継続的な業務として実施する「サプライチェーンデザイン」が欧米
を中心に広がっている。

2 「サプライチェーンデザイン」では、計画系・実行系といったサプライチェー
ンに関する業務で従来使われてきたアナリティクスに比べ、より複雑な問題に
高い精度で答えなければならないため、業務プロセスの確立に向けて採用す
るアナリティクスやその活用方法が重要となる。

3 業務プロセスの確立に当たって、データ・システム・人材の 3 つの視点から解
決すべき課題を見ると、会社内に散在する多様な定量データを短期間で収集・
加工できるプロセスの整備、さまざまなサプライチェーン設計の問題設定に柔
軟に対応できるシステムの構築、アナリティクス業務プロセスを実施できるス
キルを持ったアナリティクス人材の確保が挙げられる。

4 先進企業のベストプラクティスを集約したサプライチェーンデザインシステム
やETL（Extract Transform Load）ツールの登場により、データ・システム・
人材の 3 つの視点で挙げた課題は現実的に解決可能になってきている。

5 「サプライチェーンデザイン」の実現に早期に取り組んだ先進企業では、サプラ
イチェーンデザインを担う専門組織（COE：Center of Excellence）を設立し
て、高速、高精度なサプライチェーン設計の大規模な実施が可能となっている。
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Ⅰ　サプライチェーンデザインにおける

 アナリティクスの位置づけ

1 今日の環境変化の激化に対応する
 ための「サプライチェーンデザイン」

近年、関税・貿易ルールの変化、新興国の
台頭による新たな生産地・需要地の登場、成
長市場におけるM&Aの増加など、サプライ
チェーンに影響を与える環境変化が激化して
いる。このような環境下においては、環境変
化に柔軟に対応しながら競争に打ち勝ってい
かなければならない。そのため、その時々の
環境に応じて、コストを抑えつつ顧客へのサ
ービスレベルを維持・向上できるよう、各企
業は、サプライチェーンを構成する拠点（工
場・倉庫など）の配置、各拠点を結ぶ経路、
各拠点・経路の能力（生産・保管・輸送能
力）、そして各製品を生産・保管する拠点

（生産配分ルール、在庫配置ルール）を設計
する、サプライチェーン設計を実施する必要
がある。

従来のサプライチェーン設計は、 1 年〜数
年に一度、拠点への投資判断のタイミングで
実施されるケースが多かったが、今日の環境
変化に追随するためには、サプライチェーン
設計、特に生産配分ルールや在庫配置ルール
の見直し検討は、月次〜四半期に一度のサイ
クルで実施することが望ましい。

また、従来のサプライチェーン設計では、
会社として実施方法（インプットデータ、計
算ロジックなど）が定義されておらず、一部
の専門家により属人的に実施されているケー
スが多いが、グローバルサプライチェーンの
複雑化と外部環境変化の多様化・激化に伴う
考慮すべき要素の増加により、人手による計

算では精度の限界を迎えつつある。さらに、
担当者が変わればその実施方法も変わってし
まうことや、サプライチェーン設計を実施で
きる専門スキルを有する人材の確保自体が難
しいことにより、精度の担保が困難になって
いる。

そこで、今日の環境変化に対応したサプラ
イチェーン設計を行うために、欧米を中心と
して、サプライチェーン設計をシステムの活
用により継続的な業務として実施する「サプ
ライチェーンデザイン」が広がっている。こ
れにより、投資判断を含む意思決定のための
推奨値の提示がタイムリーに、かつ高精度で
実施可能となる。

2 「サプライチェーンデザイン」で
活用される処方的アナリティクス

サプライチェーンにかかわる業務には、生
産や在庫などの計画を立案する計画系業務、
その計画に基づきオペレーションを行う実行
系業務があり、従来からこれらの業務にはさ
まざまなアナリティクスが活用されてきた。
サプライチェーンに関するデータは膨大であ
り、その中から正確に現状を把握し、将来起
こり得る変化を予測して、最適と考えられる
方法で計画系・実行系の業務を実施するに
は、人間の情報収集力や判断力だけでは手に
負いきれないケースが存在するためである。

サプライチェーンにかかわる業務で活用さ
れるアナリティクスの種類は、主に、①生
産・輸送・在庫・出荷などの実績データを可
視化し、サプライチェーンの過去と現状を正
確に把握する「記述的アナリティクス」、②
需要予測ロジックの構築により生産計画のイ
ンプットとなる製品ごとの需要数を予測する



サプライチェーンデザインがもたらす新潮流

74 知的資産創造／2017年4月号

ィクスが活用されているか整理する。

3 「サプライチェーンデザイン」にお
けるアナリティクス業務プロセス

サプライチェーンデザインの業務プロセス
は、サプライチェーン上で対処すべき課題を
設定する「課題設定」から始まり、設定した
課題に対してとり得るさまざまな解決策から
最適なものを選択する「解決策の検討」を経
て、選択された「解決策の実行」を行い、

「結果のモニタリング」によって解決策の実
行結果をフィードバックして次の検討に活か
すという流れである（図 1 ）。

この業務プロセスの中でも特に、課題に対
して最適な解決策を決定する「解決策の検
討」においてアナリティクスが活用されてい
る。

その業務プロセスをさらに詳細に分解する
と、①企業の目的や検証したい仮説、検討期
間などを受けて、数理モデル構築のスコープ
を決定する「スコーピング」、②決定したス
コープを踏まえてシステム上で、どのように
数理モデルを構築するか設計する「モデル設
計」、③構築する数理モデルに応じて散在す
るデータを収集・加工し、システムのインプ
ットとなるデータを作成する「データ収集・
加工」、④システム上で適切なカラムにデー

「予測的アナリティクス」、③工場内における
制約条件（製品ごとの生産可能ラインなど）
を加味した数理モデルから最も推奨される生
産順序計画を立案するといった人の意思決定
を支援する「処方的アナリティクス」の 3 つ
に分類できる。ここで、「サプライチェーン
デザイン」は、あらゆる要素を定量化し、数
理モデルの構築と最適化計算を行って、意思
決定を支援する推奨値を導き出すという特徴
があるため、 3 番目の処方的アナリティクス
に分類される。
「サプライチェーンデザイン」で活用される
処方的アナリティクスは、従来計画系や実行
系で活用されてきた処方的アナリティクスに
比べて、求められる精度と問題の複雑さに違
いがある。サプライチェーンデザインでは、
投資を伴う意思決定に用いられるためより高
い精度が求められる。また、従来計画系や実
行系で活用されてきた処方的アナリティクス
は、工場内などに対象範囲が限定されていた
が、「サプライチェーンデザイン」で活用さ
れる処方的アナリティクスは、サプライチェ
ーン全体を俯瞰した上で検討する必要がある
ため、より多数の要素を考慮して推奨値を算
出しなければならず、問題がより複雑である。

そこで、「サプライチェーンデザイン」に
おいて、具体的にどのような業務にアナリテ

図1　サプライチェーンデザインの業務プロセス

アナリティクス業務プロセス

結果のモニタリング解決策の実行解決策の検討課題設定

スコーピング モデル設計 データ収集・
加工

モデリング 最適化計算 アウトプット
導出
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Ⅱ 「データの視点」から見たアナリティクス
 業務プロセス確立の課題とその解決策

1 サプライチェーンデザインにおけ
るインプットデータ収集・加工の
特徴と課題

サプライチェーンデザインでは、サプライ
チェーン全体を俯瞰した上での検討が必要で
ある。そのため、調達・生産・在庫・配送と
いったサプライチェーンの複数業務にかかわ
るデータが必要であり、かつグローバル化が
進んでいる今日の企業においてサプライチェ
ーンを俯瞰するためには、対象とするエリア
を国内にとどまらずアジアやグローバル全体
に広げなければならない。従って、サプライ
チェーンデザインで使用する定量データは種
類が多く、かつデータの地理的な範囲も広範
という特徴がある。

サプライチェーンデザインに必要なデータ
としては、製品データ、拠点データ、ネット
ワークデータ、制約データ、コストデータ、

タを入力し、パラメータを調整して数理モデ
ルを構築する「モデリング」、⑤構築した数
理モデルに対して、アルゴリズムを適用し推
奨値を算出する「最適化計算」、⑥システム
からのアウトプットを検証したい仮説に応じ
て適切に可視化し、サプライチェーン設計に
資する示唆を導き出して解決策を決定する

「アウトプット導出」という、 6 つの業務プ
ロセスとなる。この「解決策の検討」を構成
する 6 つの業務プロセスを、本稿では「アナ
リティクス業務プロセス」と定義する。

複雑な問題に高い精度で答えなければなら
ない「サプライチェーンデザイン」では、そ
の実現に向けてアナリティクス業務プロセス
を確立していく上で、どのようなアナリティ
クスを採用し、どのように活用していくかが
肝となる。これらについて、 3 つの視点（材
料であるデータの視点、処理装置であるシス
テムの視点、オペレーターである人材の視
点）で先進企業の事例を紹介しながら解説し
ていく。

図2　サプライチェーンデザインに必要なデータ

工場

顧客

制約データ
● 生産能力
● 生産LT

コストデータ
● 調達コスト
● 生産コスト

需要データ
● 需要実績
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● 輸送経路

制約データ
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出所）LLamasoft社の資料に追記
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り、現状のデータの可視化ですら困難であっ
た。これまでの取り組みによりサプライチェ
ーンデザインのインプットデータを短期間で
揃えられるようにはなってきているが、依然
として統合データ基盤の構築には至っていな
い。」注1

そこで、まず取り組むべき現実的な解決策
となるのが、データの定義や信頼性を確認し
た 上 で、ETL（Extract Transform Load）
ツールを活用してデータの収集・加工プロセ
スを定義し、そのプロセスを自動化すること
であろう。ここでETLツールとは、データ
ソースからデータを抽出し、加工した上でデ
ータウエアハウスなどの出力先にデータを渡
すツールである。このようなETLツールを
活用してデータの収集・加工を自動化できれ
ば、散在するデータの収集・加工にかかる時
間の短縮や、データ収集・加工プロセスのナ
レッジ共有を容易にするといった効果が期待
できる。

たとえば、「グローバル大手自動車会社B社
では、サプライチェーンデザインの高頻度化
に伴い、SQLやスプレッドシートを活用して
データ収集・加工プロセスを効率化したもの
の、SQLに関する専門知識の習得に時間がか
かることやデータソースへの接続機能の弱さ
が更なる効率化の阻害要因となっていた。そ
こで、ETLツールを活用してデータソースか
ら必要なデータを抽出しインプットデータとし
て適切な形に加工するプロセスを定義し自動
化した。これにより、データ収集・加工にか
ける時間を削減しサプライチェーンデザイン
に多くの時間を割くことができるようになっ
た。」注2

需要データなどが挙げられる（図 2 ）。
しかし、それらのデータは活用する業務・

人・地域が多岐にわたるため、複数の個別フ
ァイルや独立したシステムに散在している可
能性が高い。従って、これらのデータを収集
し、システムのインプットデータとして使用
できる形に加工しなければならない。さら
に、サプライチェーンデザインを短いサイク
ルで実施していくためには、このようなデー
タの収集・加工を短期間で行う必要がある。
また、いざデータを収集・加工する段階にお
いても、データの精度が信頼できない、同じ
種類のデータでもデータソースによって定義
や粒度が異なるといった問題も発生し得る。

2 ETLツールの活用による
 データ収集・加工プロセスの自動化

データ収集・加工の究極的な課題解決策
は、散在するデータを一つに集約し、データ
が一意となるように整備した統合データ基盤
を構築することである。この統合データ基盤
が構築できれば、必要なデータを簡単に取得
できるため、短期間で必要なデータの収集・
加工が可能になる。

しかしながら、このような統合データ基盤
は先進企業でもその構築に時間がかかってお
り、これからサプライチェーンデザインに取
り組もうとしている企業が選択する最初の解
決策としては推奨できない。たとえば、「グ
ローバル大手製造業A社でもサプライチェー
ンデザインのインプットデータが取得可能な
統合データ基盤の構築を目指している。しか
し、各工場のデータの所在が不明、データの
正確性が信頼できない、工場間で取得できる
データにギャップがあるといった問題があ
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計算」でも、構築された数理モデルに対し
て、線形・非線形計画問題といった問題の分
類に合わせたアルゴリズムをシステムが適用
し、最適解を導出してくれる。

サプライチェーン上に起こり得る環境変化
は多様であるため、サプライチェーンデザイ
ンで検討する問題設定もさまざまである。た
とえば、新設拠点の最適な候補地の選定や関
税の変化に応じた輸送経路の最適化、需要の
変動に応じた在庫配置ルールの最適化などが
考えられる。そのため、サプライチェーンデ
ザインを支えるシステムには、多様な問題設
定に応じて柔軟に「モデリング」を実施で
き、かつ構築した数理モデルに対して、適切
なアルゴリズムを選択・適用して「最適化計
算」を実施できる機能が求められる。さら
に、サプライチェーンデザインを短サイクル
で実施していくには、問題設定が変更になっ
ても、カラムにインプットするデータやパラ
メータの調整のみで短期間に「モデリング」
と「最適化計算」を実施できるシステムがよ
り求められよう。このようなさまざまな問題
設定に対して柔軟に対応できるシステムの構
築には、問題設定として想定するパターンの
決定やそれらに応じたカラム・パラメータの
整備、数理モデルに対して適切なアルゴリズ
ムの準備などが必要であり、容易ではない。

2 ベストプラクティスを集約した
 サプライチェーンデザインシステム

の活用
近年、欧米を中心とした先進企業のベスト

プラクティスを集約し、さまざまな最適化問題
の問題設定に柔軟に対応できるサプライチェ
ーンデザインシステムが登場している（図 3 ）。

Ⅲ 「システムの視点」から見たアナリティクス
 業務プロセス確立の課題とその解決策

1 システムが扱う最適化問題と
 システム整備における課題

サプライチェーンデザインの意思決定に資
する推奨値を提示するためには、一定の条件
下において多数の選択肢の中から最適な解を
導く必要がある。この最適解を導く問題を一
般的に最適化問題または数理計画問題と呼
ぶ。この最適化問題は、与えられた制約条件
の下で目的関数を最大化・最小化する問題と
定義される。たとえば、工場で働く従業員の
人件費を最小化するシフトを組みたいという
問題であれば、従業員の人件費を目的関数と
して、従業員の勤怠ルールや業務の実施ルー
ルなどの制約条件の下で目的関数（人件費）
を最小化するといった問題設定が考えられる。

なお、最適化問題は、目的関数と制約条件
の種類によって 2 つに分類できる。目的関
数、制約条件がすべて一次式（線形）だった
場合を線形計画問題、目的関数、制約条件に
一次式でない式（非線形）が存在する場合を
非線形計画問題と分類している。

これらの最適化問題を解くためには、準備
したデータをインプットとして、数式で表現
された目的関数と制約条件から成る数理モデ
ルを構築する「モデリング」と、構築された
数理モデルに対してアルゴリズムを適用し最
適解を導出する「最適化計算」の 2 つのプロ
セスが必要である。このプロセスにおいてシ
ステムを活用することにより、「モデリン
グ」では、インプットデータを入力できるカ
ラムや調整可能なパラメータを設定するだけ
で数理モデルの構築が可能となる。「最適化
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Ⅳ 「人材の視点」から見たアナリティクス
 業務プロセス確立の課題とその解決策

1 アナリティクス人材に求められる
スキルと人材の確保における課題

アナリティクス業務プロセスを担うアナリ
ティクス人材には、各業務プロセスを実行す
るためのスキルが求められる。具体的には、
システムが自動的に実行する「最適化計算」
を除く 5 つの業務プロセスに応じて、以下の
スキルが必要と考えている。

（1） スコーピング力

スコーピング力は、企業の目的や検証した
い仮説、検討期間などを受けて、モデリング
のスコープを決定するスキルである。

ここでいうモデリングのスコープとは、最
適化の目的、範囲、粒度、制約のことであ
る。さらにそれぞれを詳細に見ると、最適化
の目的とは、サプライチェーン上の課題に応
じたコスト最小化、リードタイム最小化、利
益最大化といった最適化する上での目的であ
る。最適化の範囲は、モデリングおよび最適
化計算において対象とする範囲であり、製品
軸やエリア軸などによって定められる。最適
化の粒度は、データを集約する粒度であり、
製品軸（SKU単位か、製品ファミリー単位
か）、生産拠点軸（工場単位か、生産ライン
単位か）などによって定められる。最適化の
制約は、モデリングおよび最適化計算で考慮
する制約条件であり、生産・在庫・輸送・顧
客などの軸で定められる（図 4 ）。

（2） モデル設計力

モデル設計力は、モデリングのスコープを

これらは、先進企業での取り組みを基にし
て、さまざまな最適化問題の問題設定に応じ
た「モデリング」を実現できるように、多様
なインプットデータを入力できるカラムや調
整可能なパラメータを整備している。そのた
め、問題設定に対して必要なデータを用意さ
れている適切なカラムにインプットすれば、
自動でモデルを構築してくれる。また、構築
されたモデルに合わせてさまざまなアルゴリ
ズムから適切なものを選択・適用して、「最
適化計算」を実行できるようになっている。
さらに、出力結果を可視化するのに役立つユ
ーザーインターフェースを備えていたり、さ
まざまなシナリオを想定して検討するシナリ
オ分析機能があったりと、サプライチェーン
デザインの効率的な実現をサポートする機能
を備えたシステムも出てきている。これらの
システムを活用することで、専門的なスキル
がなくともさまざまな問題設定に対して柔軟
で高精度な「モデリング」と「最適化計算」
が短期間で実施可能となる。

図3　サプライチェーンデザインシステムの評価
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出所）NUCLEUS RESEARCH「SCD TECHNOLOGY VALUE MATRIX 2016」
http://nucleusresearch.com/research/single/scd-technology-value-matrix-2016/
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る示唆を導き出すスキルである。

サプライチェーンデザインシステムの登場
により、サプライチェーン設計の実行におい
て手作業で属人的に実施していた際に求めら
れていた高度な専門スキルを持った人材は、
必ずしも必要条件ではなくなってきた。なぜ
なら、システムによって「モデリング」や

「最適化計算」のプロセスをある程度自動化
したことにより、最適化問題に対する専門知
識がなくてもインプットデータを揃えること
ができれば、システムが推奨値を出力してく
れるからである。

ただし、前述した通り、最適化のスコープ
を決め、それに応じてシステム上でモデルを
設計・構築してサプライチェーン設計に関す
る示唆を導出するための 5 つのスキルは求め
られる。いかに、スキル面での要件のハード
ルが下がったとはいえ、最初から社内でこの
ようなスキルをすべて備えた人材がいるわけ
ではない。たとえば、サプライチェーンシス
テム上でのモデル設計や実行のスキルなど
は、当該システムの特性を理解した上で習得

踏まえて、サプライチェーンデザインシステ
ム上で、どのように最適化モデルを構築する
かを決めるスキルである。

（3） データ収集・加工力

データ収集・加工力は、蓄積されたデータ
を収集・加工し、システムのインプットとな
るデータを作成するスキルである。

システムではさまざまなデータ（製品デー
タ、拠点データ、制約データ、コストデータ
など）をインプットとして用いる。これらは
基幹システムだけでなく、個別のシステムで
管理されているケースも多いため、システム
にインプットするに当たって、それら複数の
データソースからのデータの抽出、抽出した
データの集約・結合が必要になる。これに
は、SQLやETLツールを使いこなせるスキ
ル、データの内容を確認しエラーチェックを
して適切な加工方法を選択できるスキルなど
が求められる。

（4） モデリング実行力

モデリング実行力は、サプライチェーンデ
ザインシステム上で最適化モデルを構築する
スキルである。システムを使いこなせること
であり、目的に応じてインプットすべきデー
タと調整すべきパラメータの内容・意味を理
解していること、最適化計算でエラーが発生
した場合にデバッグを行えることなどが求め
られる。

（5） アウトプット導出力

アウトプット導出力は、システムからのア
ウトプットを検証したい仮説に応じて適切に
可視化し、サプライチェーンの再設計に資す

図4　最適化の目的、範囲、粒度、制約の定義

最適化の目的
● コスト最小化
● リードタイム最小化
● 利益最大化
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ング実行力、②モデル設計力、①スコーピン
グ力、⑤アウトプット導出力といった順序で
段階的に習得する計画を立てることが、効率
的なスキル習得につながると考える。

（3） サプライチェーンデザインを担う

 専門組織（COE）の設立

人材育成は分散して行うのではなく、集中
的に行うほうが効率的といえよう。とはい
え、単なる集合研修などではなく、実際の案
件を通したスキル習得が最も効率的といえ
る。サプライチェーンデザインの業務上も
COEの設立が有効であるが、人材育成につ
いてもそのような組織の中で実施していくこ
とが推奨されよう（COEなど組織論の詳細
についてはシリーズ第 4 回で述べる）。

Ⅴ サプライチェーンデザインの
 アナリティクス事例

最後に、「データ」「システム」「人材」と
いう 3 つの視点から見たサプライチェーンデ
ザイン実現のための課題を解決した先進企業
の事例を紹介する。

サプライチェーン上のさまざまな定量デー
タを短期間で収集・加工可能な基盤を整え、
多種多様な制約とシナリオを考慮できるサプ
ライチェーンデザインシステムを導入し、そ
れらを活用しながら一連のアナリティクス業
務プロセスを実施できる人材を育てた企業
は、高速かつ高精度なサプライチェーンデザ
インを実現できるようになっている。さら
に、サプライチェーンデザインを担う専門組
織（COE）を設立し全社の知見をそこに集
約することで、サプライチェーンデザインを

しなければならない。また、このような人材
を外部にアウトソースすることも可能ではあ
るが、サプライチェーン設計を継続的な業務
として実施する際には、コスト負担が大きく
なる点が懸念される。

2 社内での育成による
 アナリティクス人材の確保

つまり、継続的な業務としてサプライチェ
ーン設計を実施していくサプライチェーンデ
ザインの特性上、最終的には前節の 5 つのス
キルを兼ね備えたアナリティクス人材を社内
に育成することが求められよう。

人材の育成は時間を要する地道なプロセス
であるが、より効率的にアナリティクス人材
の育成を進めるに当たっては、以下3点が重
要と考える。

（1） 外部人材の活用

社内だけでも人材育成は可能かもしれない
が、最初にサプライチェーンデザインシステ
ムに習熟した外部人材の知見を吸収する機会
を得ることは、効率的な人材育成にとって有
効であると考えている。サプライチェーンデ
ザインのスキルを既に持った外部人材と共
に、実際の案件を通してサプライチェーンデ
ザインを実施しながら、スキルを習得してい
くのが理想的といえよう。

（2） 段階的なスキル習得

5 つのスキルは、それぞれのスキル同士の
依存関係や習得の難易度などから、順序立て
て習得することが望ましい。具体的には、各
アナリティクス人材候補の現状スキルも踏ま
えながら、③データ収集・加工力、④モデリ



サプライチェーンデザインがもたらす新潮流

81第2回　アナリティクスによるサプライチェーンデザインの実現

精度であるため、X社は現在、市場や輸送コ
ストの変化、サプライヤーのインセンティブ
の変動などに迅速に反応し、サービスレベル
を維持しながら、その時点における工業砂の
調達コストを最小化するためのより正確な調
整が可能となっている。」注3

2 サプライチェーンデザインの
 精度向上
「グローバル食品メーカーY社では、ラテン
アメリカ市場が急速な成長を遂げており、向
こう 5 年間の需要増加に対応するサプライチ
ェーンを設計するためのサプライチェーンモ
デルの構築が必要であった。しかしながら、
Y社の従来の表計算ソフトベースのモデリン
グツールは、もはやY社が直面するサプライ
チェーンの複雑な要素を考慮して意思決定に
資する精度の解を出すことができなかった。
Y社は、モデル構築スキルが高い人材を確保
できており、課題は、より多くの制約を考慮
したサプライチェーンモデルを構築し、『い
つどの拠点の能力を拡大すべきか』『どのよ
うに能力を拡大していくべきか』を検討する
ための、より精緻な計算が可能なシステムの
導入であった。

そこでY社は、サプライチェーンデザイン
システムを導入し、もともと存在したモデル
構築スキルの高い人材を集約してCOEを設
立した。そして、COEは、ラテンアメリカ
市場に関連する、BOMや生産制約、生産・
調達リードタイム、購買ルール、段取替時
間、輸送ポリシーなどの定量データを整備
し、これらを盛り込んだサプライチェーンモ
デルを構築した。

この結果、Y社はラテンアメリカ市場にお

効率的に実施している。

1 サプライチェーンデザインの
 高速化
「グローバル大手油田事業者X社は、石油・
天然ガスの採掘に用いられる工業砂の主要な
プロバイダーでもある。石油・天然ガス市場
は需要のボラティリティが大きく、また環境
に対する規制も頻繁に変化するため、これら
の変化に柔軟かつ迅速に対応できるサプライ
チェーンを持つことが必要であった。特に、
複雑な構造にある規制の変化はサプライヤー
からの調達コストに大きな影響をもたらすた
め、トータルの調達コストの最適化（最小
化）が重要であった。X社では、従来、表計
算ソフトベースのサプライチェーンモデルを
構築しており、これを用いて環境変化への対
応および調整を行っていたが、このツールは
扱いにくく計算に長い時間がかかるため、環
境変化のスピードに追随できないことが課題
であった。

そこで、X社はサプライチェーンデザイン
システムを導入することとし、サプライチェ
ーン上の定量データやシステムを担う人材を
集めたCOEを整備した。COEは、整備した
データを用いながら、サプライヤー・X社・
エンドユーザーの各拠点、拠点間の工業砂に
関する輸送経路、そしてこのサプライチェー
ンにおける複雑なコスト構造をシステム上で
モデル化した。

この結果、ある時点の需要と規制環境にお
ける、調達コスト最小となるサプライチェー
ンのあり方を検討できるようになった。サプ
ライチェーンデザインシステムを活用した最
適化計算は、従来よりもはるかに高速かつ高
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なった。システムの導入から 5 年でプランナ
ーの人数は700人にも及んでいる。さらにマ
ネジメント層も『ビューアー』としてクラウ
ド上のシミュレーション結果を閲覧すること
ができるため、現状の正確な把握が可能とな
っている。

このようにZ社では、サプライチェーンモ
デルを中軸に据え、データ基盤から可視化ま
でのソリューションをトータルで整備した

『サプライチェーンデザインプラットフォー
ム』を構築している。各エリアが共通のプラ
ットフォーム上でサプライチェーン設計を実
施することで、全体最適の実現や意思決定の
高速化、各店舗のシミュレーション負荷削減
といったメリットを享受できている。」注5

Ⅵ サプライチェーンデザインの実現に向けて

本稿では、サプライチェーンデザインにお
けるアナリティクスの位置づけ、サプライチ
ェーンデザインのアナリティクス業務プロセ
ス確立のために解決しなければいけない課題
とその解決策について述べてきた。

今日では、サプライチェーンデザインを支
えるサプライチェーンデザインシステムの登
場により、サプライチェーン設計のさまざま
な問題設定に対して短期間で高精度な推奨値
を導くことが可能となった。それに伴い、サ
プライチェーンデザインを担うアナリティク
ス人材に求められるスキルセットは、従来と
比較すると格段に習得しやすいものとなって
いる。また、サプライチェーンデザインシス
テムのインプットとなる定量データの整備に
ついても、ETLツールの活用によるデータ
収集・加工プロセスの定義・自動化により、

いて、どの拠点・ラインがいつ能力の限界を
迎えるか、どこに設備投資をすると最も投資
対効果が高いか、などを正確に把握すること
ができた。」注4

3 サプライチェーンデザインの
 大規模な実施
「家具小売大手Z社では、グローバルに展開
する各店舗の1000人程度の担当者が、表計算
ソフトを用いて各自でデータ加工とコストシ
ミュレーションを実施していた。そのため、
各エリアにおけるサプライチェーンの全体像
が把握できず、より広い視点での最適なサプ
ライチェーンの構築が困難であった。また、
コストシミュレーションの実施において、会
社としての基盤を提供することで各店舗の業
務をより効率化したいと考えた。

そこでZ社は、サプライチェーンデザイン
システムの導入により、より広い視野での最
適なサプライチェーンを設計すると同時に、
それをグローバルで活用するためクラウド環
境を利用することとした。COEに属する『デ
ザイナー』、つまりサプライチェーンシステ
ム上でのモデル構築を担うアナリティクス人
材が、Z社のサプライチェーン上のデータを
収集・加工する基盤、および、 6 つに分けら
れたグローバルエリアにおけるサプライヤー
から顧客までを包含するサプライチェーンモ
デルを構築した。各店舗の担当者『プランナ
ー』は、デザイナーから提供されたクラウド
上のモデルに対し、コストやリードタイムと
いったパラメータを各店舗の実態に合わせて
変更してコストシミュレーションを実施して
いる。そして、この計算結果を活用しなが
ら、調達や品揃え、価格設定の検討が可能と
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短期間で効率的に実施することが可能になっ
てきた。

つまり、サプライチェーンデザインシステ
ムやETLツールの登場によって、サプライ
チェーンデザインのアナリティクス業務プロ
セス確立における課題は、どの企業にとって
も現実的に解決できるものになってきてい
る。そのため、この機会にサプライチェーン
デザイン実現の取り組みへの第一歩を踏み出
すことができれば、さまざまな環境変化が起
こる中でも常に最適なサプライチェーンを維
持することが可能となるだろう。

次回（シリーズ第 3 回）では、APAC（ア
ジア太平洋）地域におけるサプライチェーン
上の課題とサプライチェーンデザインを活用
した解決アプローチについて説明する。そし
てシリーズ第 4 回では、サプライチェーンデ
ザインを担う組織のあり方に加え、サプライ
チェーンデザインが管理会計やSCMに与え
るインパクト、可能性について述べる。各回
を通して多様な観点からサプライチェーンデ
ザインについて解説をしていくので、これら
を今日の激しい環境変化に柔軟に対応可能な
企業となる一助として役立てて頂けたら幸い
である。
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